
人
財
育
成

ＪＴＢ旅ホ連共済

会員に寄り添い加入費を減額

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

お
も
て
な
し
検
定
受
験
に
は
補
助

組
織
強
化

課題解決に取り組む
委員会を立ち上げ

　
情
報
発
信
　
　
　
　
　
　

　
人
手
不
足
対
策
へ
の
取
り

組
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
の
宿
お
も
て
な
し
検

定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
連
合
会
・
支
部
主
催
の
研

修
、セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
の
取
り
組
み
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旅ホ連共済のメリットをアピールするポスター

今
年
度
は
動
画
も
作
成

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
（
理
事

長
＝
大
西
雅
之
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
会
長
）
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

会
員
の
宿
泊
業
経
営
者
の
間
で

従
業
員
の
た
め
の
独
自
の
福
利

厚
生
制
度
が
必
要
だ
と
の
多
く

の
声
が
上
が
り
、
１
９
８
７
年

に
設
立
さ
れ
た
。

年
目
を
迎

え
る

年
現
在
、
加
入
会
員
施

設
は
約
１
６
０
０
軒
、
加
入
員

数
は
約
２
万
４
千
人
と
な
り
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
給
付
内
容

を
充
実
さ
せ
る
な
ど
制
度
の
進

化
を
遂
げ
て
き
た
。

　
保
険
部
門
と
給
付
部
門
を
組

み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度

と
な
っ
て
お
り
、
会
員
施
設
の

従
業
員
で
あ
れ
ば
、
パ
ー
ト
社

員
や
外
国
人
で
も
加
入
で
き

る
。
加
入
費
の
支
払
い
は
、
施

設
で
の
一
括
は
も
ち
ろ
ん
、
個

別
対
応
も
可
能
だ
。

　
プ
ラ
ン
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
「
お
手
軽
プ
ラ
ン
（
プ
ラ
ン

Ａ
）
」
＜
年
間
３
６
０
０
円
＞

と
、
手
厚
い
補
償
が
売
り
の

「
充
実
プ
ラ
ン（
プ
ラ
ン
Ｂ
）」

＜
年
間
８
４
０
０
円
＞
の
２
タ

イ
プ
か
ら
選
択
で
き
る
。
保
険

部
門
を
例
に
と
る
と
、
お
手
軽

プ
ラ
ン
は
業
務
中
の
事
故
に
限

ら
れ
る
一
方
で
、
充
実
プ
ラ
ン

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
も
対

象
と
な
る
な
ど
、
加
入
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
設
計
と
な
っ

て
い
る
。

　

年
度
も

年
度
に
引
き
続

き
、「
コ
ロ
ナ
対
策
で
ご
苦
労
続

き
の
会
員
に
寄
り
添
っ
て
加
入

費
の
減
額
を
断
行
」（
旅
ホ
連
共

済
事
務
局
）
。
お
手
軽
プ
ラ
ン

を
年
間
２
４
０
０
円
、
充
実
プ

ラ
ン
を
年
間
６
千
円
と
し
て
加

入
し
や
す
い
状
況
を
整
え
た
。

　
給
付
部
門
で
の

年
度
の
給

付
額
は
総
額
５
８
４
０
万
円

で
、若
い
世
代
に
は「
結
婚
・
出

産
祝
金
」
、
そ
の
子
供
の
「
入

学
祝
金
」
、
働
き
盛
り
の
中
高

年
に
は「
通
院
・
入
院
見
舞
金
」、

長
ら
く
施
設
を
支
え
た
従
業
員

に
は
「
古
希
祝
金
」
な
ど
、
人

生
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
給
付
が

な
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
運
営

は
、
本
部
の
「
人
財
・
組
織
強

化
委
員
会
」
が
行
っ
て
お
り
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
七
つ

の
支
部
連
合
会
と
全
国
各
支
部

を
通
じ
て
、
会
員
に
向
け
た
認

知
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

　
「

年
度
は
共
済
制
度
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
た
加
入
販

促
用
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
刷
新
し
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
制
度
自
体
の
認
知
活
動
を
強

化
し
、
加
入
員
の
増
員
に
向
け

た
販
促
を
推
し
進
め
、
制
度
自

体
の
安
定
運
営
に
向
け
た
基
盤

の
拡
充
を
図
る
」と
同
事
務
局
。

　
会
員
の
中
に
は
採
用
情
報
に

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
加
盟
」

と
明
記
し
て
人
材
確
保
を
進
め

て
い
る
施
設
も
あ
る
よ
う
に
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
を
通
じ

て
、
施
設
自
体
の
組
織
強
化
に

役
立
て
て
い
る
ケ
ー
ス
も
数
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
は
、
加

入
者
の
日
々
の
暮
ら
し
を
サ
ポ

ー
ト
し
な
が
ら
、
経
営
者
に
Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
な
ら
で
は
の
価
値

を
最
大
限
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
を

通
じ
て
従
業
員
の
満
足
度
（
Ｅ

Ｓ
）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
を
手
伝
い
、
顧
客
満
足
度

（
Ｃ
Ｓ
）
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
側
面
か
ら
の
会
員
支
援

を
継
続
す
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
ネ
ッ
ト
や
ど
こ
む
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス

お
も
て
な
し
検
定
の
チ
ラ
シ

安達講師による階層別研修の様子

　
会
員
が
一
致
協
力
し
て
宿

泊
販
売
に
取
り
組
む
た
め
に

は
会
員
の
経
営
基
盤
と
旅
ホ

連
自
体
の
組
織
力
を
強
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
、

年
に

旅
ホ
連
共
済
、
人
財
育
成
・

人
材
確
保
、
旅
連
事
業
（
保

険
、
Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
な
ど
を

担
当
す
る
「
人
財
・
組
織
強

化
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
旅
ホ
連
内
外
の
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
つ
か
む

こ
と
、
ま
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
新

た
な
販
売
戦
略
や
協
業
の
事

業
活
動
な
ど
を
し
っ
か
り
と

理
解
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
宿
泊
増
売
に
取
り
組
む
う

え
で
不
可
欠
だ
。そ
の
た
め
、

い
か
に
し
て
有
用
な
情
報
を

会
員
に
く
ま
な
く
届
け
る
か

と
い
う
こ
と
が
、
今
年
度
も

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
会
員
用
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
ネ
ッ
ト
や
ど
こ
む
」

に
は
規
約
、
会
員
名
簿
か
ら

共
済
、
保
険
、
会
議
・
セ
ミ

ナ
ー
の
案
内
、
最
新
の
活
動

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
旅
ホ
連

に
関
す
る
情
報
が
ほ
ぼ
全
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
他
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
販
売
動
向
や
コ
ロ

ナ
関
連
の
業
界
、
行
政
の
情

報
な
ど
も
掲
載
。
自
館
の
Ｊ

Ｔ
Ｂ
宿
泊
ア
ン
ケ
ー
ト
の
閲

覧
に
活
用
し
て
い
る
会
員
も

多
い
。
ま
た
、
旅
館
経
営
人

財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
研

修
の
申
し
込
み
や
動
画
の
閲

覧
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
ネ
ッ
ト

や
ど
こ
む
か
ら
と
な
っ
て
い

る
。

　
会
報
誌
「
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー

ス
」
は
、
今
年
度
も
８
回
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

「
旅
館
・
ホ
テ
ル
探
訪
」

「
輝
く
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
！
」

「
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
視
点
か

ら
」
「
経
営
基
盤
強
化
の
カ

ギ
」
「
私
の
お
ス
ス
メ
～
マ

イ
レ
コ
メ
ン
～
」
な
ど
今
年

度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
を
一
新

し
、
読
み
や
す
く
全
国
各
地

の
会
員
が
登
場
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
地
域
の
魅
力
を

創
る
！
」
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
協

業
「
『
な
ら
で
は
の
価
値
』

と
な
る
地
域
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
事
業
」
の
代
表
事

例
を
掲
載
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

ス
マ
ホ
か
ら
も
や
ど
こ
む
を

閲
覧
で
き
る
。

　
こ
の
他
、
情
報
発
信
手
段

と
し
て
月
２
回
の
「
旅
ホ
連

だ
よ
り
（
一
斉
メ
ー
ル
）
」

で
旬
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。

　
現
在
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

抱
え
る
課
題
の
一
つ
に
通
常

期
に
戻
っ
た
場
合
の
「
人
手

不
足
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
旅

ホ
連
で
は
、
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
人

材
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
る
人
材
派
遣
や
、

「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」

と
の
連
携
に
よ
る
外
国
人
雇

用
、
「
お
て
つ
た
び
」
と
の

連
携
に
よ
る
短
期
的
、
季
節

的
な
人
手
不
足
対
策
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
と
連
携

し
た
障
害
者
雇
用
な
ど
の
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
専
門
学

校
生
へ
の
就
職
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
だ
。
昨
年
度
は

２
月

日
に
東
京
・
巣
鴨
に

あ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ

テ
ル
カ
レ
ッ
ジ
で
説
明
会
を

開
き
、
参
加
し
た
学
生

人

（
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

ホ
テ
ル
科
、
訪
日
科
）
に
対

し
、
会
員
８
施
設
が
リ
ア
ル

や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
採
用
活
動

を
行
っ
た
。

　
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
が
主
催
す
る
各
種
の

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
階
層
別
研

修
と
テ
ー
マ
型
研
修
が
あ

り
、
合
計
で
５
９
５
人
（
前

年
比
１
２
４
％
）
が
参
加
し

た
。
在
宅
勤
務
で
も
視
聴
で

き
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研

修
」
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研

修
」
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
修
」
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
修
」

「
事
業
承
継
」「
財
務
基
礎
」

な
ど
の
動
画
研
修
コ
ン
テ
ン

ツ
に
は
合
計
で
６
２
７
２
人

（
同
２
２
７
％
）
が
参
加
。

通
信
教
育
や
宿
屋
大
学
の
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
約
１

０
０
人
が
受
講
す
る
な
ど
時

代
を
反
映
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
複
数
の

研
修
に
申
し
込
む
会
員
施
設

も
い
く
つ
か
あ
り
、
自
社
の

社
員
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
活
用
す
る
事
例
が
出
て
い

る
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
「
人

財
・
組
織
強
化
委
員
会
」
と

の
双
方
向
の
連
携
を
強
化

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な

る
充
実
と
浸
透
を
図
る
。
特

に
体
系
だ
っ
た
テ
ー
マ
に
よ

る
動
画
研
修
の
拡
充
を
図
る

と
共
に
、
対
象
を
次
世
代
経

営
者
に
限
ら
ず
、
す
そ
野
を

広
げ
、
多
数
の
参
加
者
が
集

ま
る
学
習
と
交
流
の
機
会
と

な
る
研
修
を
設
定
す
る
。

　
ま
た
、
可
能
な
限
り
Ｊ
Ｔ

Ｂ
社
員
の
参
加
を
働
き
か

け
、
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に

つ
な
げ
る
。

　
数
あ
る
研
修
の
中
で
も
人

気
が
あ
る
の
が
、
「
人
を
動

か
す
幹
部
を
育
て
る
研
修
」

な
ど
、
パ
ワ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

・
ア
ン
ド
・
ト
ラ
ス
ト
代
表

取
締
役
の
安
達
太
氏
を
講
師

と
し
た
階
層
別
研
修
だ
。
参

加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
」

が
８
割
を
超
え
る
。
旅
ホ
連

会
員
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

社
員
か
ら
も
好
評
を
博
し
て

い
る
。

　
人
を
動
か
す
幹
部
を
育
て

る
研
修
は
、
経
営
者
、
経
営

幹
部
、
女
将
、
若
女
将
、
管

理
職
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
を
対

象
と
す
る
。
今
年
度
は
、
６

月

日
に
東
京
、
同

日
に

名
古
屋
、
同

日
に
長
崎
で

開
催
す
る
予
定
。

　
１
年
目
か
ら
６
年
目
ま
で

の
社
員
を
対
象
に
し
た
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」
の
今

年
度
の
開
催
は
６
月

日
に

名
古
屋
、
同

日
に
長
崎
。

　
経
営
者
、
経
営
幹
部
、
女

将
、
若
女
将
、
管
理
職
、
現

場
リ
ー
ダ
ー
に
向
け
た
「
組

織
活
性
化
研
修
」
は
、
６
月


日
に
千
葉
、
７
月

日
に

那
覇
、
９
月

日
に
大
阪
、


月

日
に
札
幌
、
来
年
２

月
７
日
に
高
松
、
同

日
に

仙
台
で
開
催
す
る
予
定
。

　
今
年
度
は
経
営
幹
部
、
女

将
、
若
女
将
、
管
理
職
、
現

場
リ
ー
ダ
ー
に
向
け
た
「
コ

ー
チ
ン
グ
研
修
」
も
複
数
回

開
催
予
定
。
６
月

日
に
千

葉
、
７
月

日
に
那
覇
、
９

月
７
日
に
大
阪
、

月

日

札
幌
、
来
年
２
月
７
日
に
高

松
、
同

日
に
仙
台
で
開
催

す
る
。

　
「
テ
ー
マ
型
宿
泊
研
修
」

も
引
き
続
き
開
催
予
定
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ベ
ー
ス
に
生
産
性

向
上
や
Ｄ
Ｘ
、
地
域
戦
略
な

ど
の
「
経
営
基
盤
強
化
の
カ

ギ
」
や
「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
「
お
も
て
な
し
・
サ
ー

ビ
ス
向
上
」
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
先
進
事
例
を
学
ぶ
。

　
ま
た
、
動
画
研
修
や
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
に
も
力
を
入

れ
、
会
員
メ
リ
ッ
ト
の
向
上

に
向
け
た
動
画
・
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
を
計
画
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

が
主
導
し
て
き
た
「
日
本
の

宿
お
も
て
な
し
検
定
」
は
、

今
年
度
で
計
画
立
案
か
ら


年
目
、３
級
検
定
が

回
目
、

２
級
検
定
が

回
目
を
迎
え

た
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊

施
設
に
加
え
、
学
生
や
異
業

種
（
冠
婚
葬
祭
業
な
ど
）
の

受
験
も
あ
り
、
昨
年
度
の
受

験
者
数
は
３
級
、
２
級
計
で

前
年
度
比
１
０
５
・
６
％
の

３
８
３
６
人
と
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
り
な
が
ら
受
験
者
数
は
増

加
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ

禍
２
年
目
と
な
り
、
各
社
が

社
員
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

た
傾
向
が
反
映
さ
れ
た
た
め

と
見
ら
れ
る
。

　
２
級
試
験
合
格
者
に
受
験

資
格
の
あ
る
「
１
級
検
定
試

験
」
は
、
昨
年
度
は
１
次
試

験
の
作
文
を
一
昨
年

月
に

実
施
。
２
次
試
験
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
日
程
が
大
幅
に
ず
れ
、
１

次
審
査
を
通
過
し
た

人
の

２
次
審
査
を
６
月

日
に
実

施
し
た
。
今
年
度
は
、
１
次

審
査
を
通
過
し
た
２
次
試
験

（
筆
記
試
験
と
所
作
実
技
、

面
接
）
を
５
月

日
に
実
施

し
た
。

　
今
年
度
の
第

回
３
級
試

験
と
第

回
２
級
試
験
は
、

ウ
ェ
ブ
上
で
９
月

～

日

に
行
わ
れ
る
。
受
験
の
申
し

込
み
は
７
月
１
日
～
８
月


日
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け

る
。
受
験
料
（
税
込
み
）
は

３
級
が
３
５
０
０
円
、
２
級

が
４
千
円
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
は
、
会
員

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
会
員
施
設

の
従
業
員
を
対
象
に
受
験
料

と
公
式
テ
キ
ス
ト
代
の
半
額

の
補
助
を
行
う
。
旅
ホ
連
ニ

ュ
ー
ス
で
は
、
会
員
施
設
の

活
用
事
例
や
１
級
合
格
者
な

ど
を
紹
介
。
よ
り
多
く
の
会

員
施
設
に
お
も
て
な
し
検
定

を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
働
き
掛
け
て
い
る
。

　
各
支
部
や
支
部
連
合
会
で

も
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
主

催
。
昨
年
度
は
合
計
１
９
０

４
人
（
前
年
度
対
比
１
５
９

％
）
が
参
加
し
た
。
特
に
リ

ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

使
い
分
け
、
対
象
者
も
幅
広

く
、
テ
ー
マ
も
運
営
や
経
営

基
盤
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｄ
Ｘ
、

法
律
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
ま

で
多
岐
に
わ
た
り
セ
ミ
ナ
ー

や
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
」
「
和
食
検
定
」
と

日
本
宿
泊
産
業
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
能
協
会
主
催
の
「
ホ
テ

ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
検

定
」
の
受
験
を
奨
励
し
て
い

る
。会
員
限
定
特
典
と
し
て
、

受
験
料
や
テ
キ
ス
ト
代
の
半

額
を
支
援
す
る
。
昨
年
度
の

申
し
込
み
実
績
は
前
年
対
比

１
０
３
・
４
％
。

　
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
は
、
ホ
テ
ル
の
実
務

知
識
の
体
系
的
理
解
度
を
測

る
評
価
基
準
と
な
る
も
の
。

試
験
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
レ
ベ
ル

２
級
・
１
級
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
レ
ベ
ル
の
３
種
類
。

　
和
食
検
定
は
、
和
食
文
化

の
正
し
い
理
解
と
継
承
や
も

て
な
し
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目

的
と
し
た
検
定
試
験
だ
。
試

験
は
初
級
レ
ベ
ル
、
基
本
レ

ベ
ル
、
実
務
レ
ベ
ル
の
３
段

階
。
昨
年
度
の
申
し
込
み
実

績
は
前
年
対
比
１
７
０
・
８

％
と
、
各
会
員
施
設
の
取
り

組
み
意
識
は
高
い
。

　
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
能
検
定
は
、
日
本
宿
泊
産

業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
協
会

で
主
催
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館

業
界
で
初
め
て
の
国
家
技
能

検
定
試
験
制
度
。
同
検
定
も

旅
ホ
連
会
員
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
実
技
試
験
受
験
料
や
参
考

書
代
金
を
補
助
し
て
い
る
。


